
⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）〈
天
主
〉、

Christo〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
現
れ
方
に
つ
い
て
（
下
）

漆

﨑

正

人

三
⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）、

Christo
の
現
れ
方
の
検
討

⽝
日
葡
辞
書
⽞（
1603-4
年
刊
）
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）、
Christo

の
用
例
は
、
見
出
し
語
に
対
す
る
解
説
文
中
に
見
え
る
も
の
と
、
見
出
し
語

の
例
文
自
体
に
、
ま
た
、
例
文
に
対
す
る
翻
訳
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。

三
・
一

見
出
し
語
に
対
す
る
解
説
文
中
の
D
eus（
D
eos）、

Christo
の
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
い
て
、
見
出
し
語
に
対
す
る
解
説
文
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
の
用
例
に
は
、
見
出
し
語
の
語
義
全

体
か
、
そ
の
一
義
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
の
み
で
対
応
し
て
い
る

場
合
と
、
語
義
全
体
か
、
そ
の
一
義
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
が
他

の
表
現
と
協
同
し
て
対
応
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

三
・
一
・
一

D
eus（
D
eos）、
Christo
の
み
で
見
出
し
語
の

語
義
全
体
に
対
応
し
て
い
る
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
は
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
の
み
で
見
出
し
語
の

語
義
全
体
に
対
応
し
て
い
る
例
は
存
し
な
い
。

恐
ら
く
、
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
、
D
eus（
D
eos）
や
Christo
を

指
す
日
本
語
語
彙
を
造
語
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
⽝
日
本
大
文
典
⽞（
1604-8
年
刊
）
に
は
、
‘D
o
m
odo

de
introduziralguns
vocabulos
nossos
na
lingoa
Iapoa
de
que

carecem
&
de
com
o
se
deuem
pronunciar.’（
訳
：
日
本
の
言
語
が

持
た
な
い
い
く
つ
か
の
語
を
わ
れ
わ
れ
の
言
語
か
ら
導
入
す
る
方
法
及
び
そ

の
語
を
ど
の
よ
う
に
発
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
事
に
関
し
て
）

の
項
目
に
お
い
て
、
ま
ず
、

¶
Porquena
lingoa
deIapam
faltam
algũaspalauraspera

explicar
m
uytam
cousas
nouas
que
o
sagrado
Euangelho

trazconsigo,he
necessario
ou
enuentarde
nouo,o
que
em
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Iapam
hediffici,ou
tom
alasda
nossa
lingoa
corrom
pendas

conform
e
m
elhor
cayr,
na
pronunciaçam
de
Iapam

ficando
com
o
naturais.
E
porque
a
lingoa
Portuguesa,

com
bina
m
uyto
com
a
Iapoa,
em
m
uytas
syllabas&

na

pronunciaçam
,
com
ũm
ente
della
se
podē
tom
ar
os
taes

nom
es,posto
que
tanu
hem
alguns
se
tom
aram
da
latina.

Estesnom
enou
sam
que
pertenaem
a
D
eus,aossanctos,ou

asvirtudes&

a
algũasoutrascousasdequecarecem
.（
訳
：

¶
日
本
語
に
お
い
て
、
神
聖
な
福
音
、
そ
れ
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
る

た
く
さ
ん
の
不
可
欠
な
新
し
い
事
物
を
表
わ
す
た
め
の
い
く
つ
か
の
言

葉
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
語
に
お
い
て
考
案
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
あ
る
い
は
、
私
た
ち
の
言
語
か
ら
取
っ
て
、
自
然
な
日
本

語
で
の
発
音
法
に
お
い
て
、
よ
り
良
く
一
致
す
る
よ
う
に
改
め
る
か
で

あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、
日
本
語
と
非
常
に
多
く
の
音
節
、
及
び
発

音
法
に
お
い
て
一
致
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
名
詞
は
一
般
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
か
ら
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
は
ラ
テ
ン
語
か
ら
取
ら
れ

た
が
、
D
eus〈
天
主
〉
や
聖
人
、
あ
る
い
は
、
神
徳
や
そ
の
他
日
本

語
に
不
足
し
て
い
る
事
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。）（
一
七
九
丁
表
）

と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
伴
っ
て
、
日
本
に
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
概
念

を
表
わ
す
語
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ラ
テ
ン
語
の
発
音
を
日
本
人
が
発
音
し

や
す
い
よ
う
に
多
少
手
を
加
え
て
取
り
入
れ
た
旨
を
述
べ
、
そ
し
て
、
そ
の

具
体
的
な
語
例
と
し
て
、
最
初
に
‘O
s
que
pertencem
a
D
eus.’

（
D
eus〈
天
主
〉
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
）
挙
げ
て
あ
る
も
の
に
、

¶
D
eus,
Trindade,
Padre,
Filho,
Espirito
sancto,
Iesus,

Iesu
Christo,D
iuindade,H
um
anidade,Persona,l,Pessoa,

&

c.（
訳
：
¶
デ
ウ
ス
〈
天
主
〉、
チ
リ
ン
ダ
ア
デ
〈
三
位
一
体
〉、
パ

ア
テ
レ
〈
神
父
〉、
ヒ
イ
リ
ヨ
〈
子
〉、
ス
ピ
リ
ツ
サ
ン
ト
〈
聖
霊
〉、

ゼ
ズ
ス
〈
イ
エ
ゼ
ス
〉、
ゼ
ズ
キ
リ
シ
ト
〈
イ
エ
ゼ
ス
・
キ
リ
シ
ト
〉、

ヂ
ビ
ン
ダ
ア
デ
〈
神
性
〉、
ウ
マ
ニ
ダ
ア
デ
〈
人
性
〉、
ペ
ル
サ
ウ
ナ

〈
位
格
〉、
ま
た
は
、
ペ
ル
ソ
ア
〈
位
格
〉、
な
ど
。）（
一
七
九
丁
裏
）

と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
D
eus、
Iesu
Christo
を
含
め
て
い
る
こ
と

と
も
符
号
す
る
。

ザ
ビ
エ
ル
は
、
来
日
当
初
D
eus（
D
eos）
を
⽛
だ
い
に
ち
（
大
日
）⽜

で
表
現
し
て
、
説
教
に
用
い
た
が
、
誤
解
を
生
む
語
で
あ
っ
た
た
め
に
、
原

語
を
用
い
る
こ
と
に
改
め
た注
⚑

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
的
な
語
と
し
て
翻
訳
造
語
さ
れ
た
語
の
一
例
と

し
て
、⽛
ゆ
び
が
ね
（
指
金
）⽜
が
あ
る注
⚒

。

三
・
一
・
二

D
eus（
D
eos）、
Christo
の
み
で
見
出
し
語
の

一
義
に
対
応
し
て
い
る
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
の
当
該
見
出
し
語
の
一
義
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo

の
み
で
対
応
し
て
い
る
項
目
は
、
㊺
Tentei（
天テ
ン

帝テ
イ

）
だ
け
で
あ
る
。

㊺
Tentei（
天テ
ン

帝テ
イ

）
の
項
目
で
は
、
第
一
義
は
（
国
王
）
で
あ
る
と
し
、
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第
二
義
と
し
て
〈
D
eos〉
が
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
の
示
し
方
は
、⽛
天テ
ン

帝テ
イ

⽜

は
、
日
本
で
は
通
常
〈
国
王
〉
を
意
味
し
て
い
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で

は
〈
D
eos〉
の
意
で
用
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
・
一
・
三

D
eus（
D
eos）、
Christo
が
他
の
表
現
と
協
同
し
て

見
出
し
語
の
語
義
全
体
に
対
応
し
て
い
る
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
い
て
、
見
出
し
語
に
対
す
る
解
説
文
中
で
、
D
eus

（
D
eos）、
Christo
が
他
の
表
現
と
協
同
し
て
語
義
全
体
に
対
応
し
て
い
る

場
合
は
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
が
、
文
頭
に
は
な
く
、
文
中
に
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
る
。

三
・
一
・
三
・
一

D
eus（
D
eos）、
Christo
が

文
中
に
あ
る
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
の
当
該
見
出
し
語
の
全
体
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo

が
文
中
に
あ
っ
て
他
の
表
現
と
協
同
し
て
対
応
し
て
い
る
項
目
は
、
③
Aua-

re（
ア
ハ
レ
）、
⑤
Benzaiten（
弁ベ
ン

財ザ
イ

天テ
ン

）、
⑯
M
axim
axi,su,xita（
マ

シ
マ
シ
、
ス
、
シ
タ
）、
⑳
N
egauacuua（
願ネ
ガ

ハ
ク
ハ
）、
㉘
Sonxu（
尊ソ
ン

主シ
ユ

）、
㉚
Tacutai（
託タ
ク

胎タ
イ

）、
㊱
Tencai（
天テ
ン

戒カ
イ

）、
㊲
Tencan（
天テ
ン

鑑カ
ン

）、

㊴
Tenchǔ（
天テ

ン

忠チ
ユ
ウ）、
㊵
Tenguen（
天テ

ン

眼ゲ
ン

）、
㊶
Ten-i（
天テ

ン

威イ

）、

㊷
Tenm
ei（
天テ

ン

命メ
イ

）、
㊸
Tenson（
天テ

ン

尊ソ
ン

）、
㊻
Tenteqi（
天テ

ン

敵テ
キ

）、

㊼
Tentǒ（
天テ
ン

道タ
ウ

）、
㊽
Tenxin（
天テ
ン

心シ
ン

）、
㊾
Tenyacu（
天テ
ン

約ヤ
ク

）、

㊿
Teqiden（
的テ

キ

伝デ
ン

）、
⠗
Tonayevxinai,ǒ,ǒta（
唱ト

ナ

ヘ
失ウ
シ
ナ

ヒ
、
フ
、
ウ

タ
）、
⠣
Xǒm
iǒ（
声シ
ヤ
ウ

明ミ
ヤ
ウ）、
⠤
Xôm
iǒ（
称シ
ヨ
ウ

名ミ
ヤ
ウ）、
⠥
Xôran（
照セ
ウ

覧ラ
ン

）、

⠨
Ittai（
一イ

ツ

体タ
イ

）、
⠩
Q
inji（
勤キ

ン

仕ジ

）、
⠪
Tengan（
天テ

ン

眼ガ
ン

）、
⠫
Tenvn

（
天テ
ン

運ウ
ン

）
及
び
、
Raicǒ（
来ラ
イ

迎カ
ウ

）注
⚓

の
二
十
七
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
D
eus（
D
eos）
ま
た
は
Christo
が
、
共
通
性
を
有
す
る
と
見
做
さ

れ
て
併
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
と
、
単
独
の
場
合
と
が
あ
る
。
単
独
の

場
合
は
、
③
Auare（
ア
ハ
レ
）、
⑳
N
egauacuua（
願ネ

ガ

ハ
ク
ハ
）、

㉘
Sonxu（
尊ソ
ン

主シ
ユ

）、
㊲
Tencan（
天テ
ン

鑑カ
ン

）、
㊵
Tenguen（
天テ
ン

眼ゲ
ン

）、

⠪
Tengan（
天テ

ン

眼ガ
ン

）、
⠫
Tenvn（
天テ

ン

運ウ
ン

）
の
七
項
目
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

D
eus（
D
eos）
が
単
独
の
例
で
、
Christo
の
単
独
の
例
は
な
い
。
③
、

⑳
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
場
か
ら
、
祈
り
の
こ
と
ば
を
説
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
㉘
は
、⽛
そ
ん
し
ゅ
（
尊
主
）⽜
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
内
で
D
eosに

つ
い
て
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
室
町
期

に
は
、
国
内
文
献
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
㊲
、
㊵
、

⠪
、
⠫
は
、
国
内
文
献
に
も
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
の

用
語
と
し
て
は
、
D
eus（
D
eos）
の
関
わ
り
で
規
定
さ
れ
る
語
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

D
eus（
D
eos）、
ま
た
は
、
Christo
が
、
共
通
性
を
有
す
る
と
見
做
さ

れ
て
併
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
⑤
Benzaiten（
弁ベ
ン

財ザ
イ

天テ
ン

）、

⑯
M
axim
axi,su,xita（
マ
シ
マ
シ
、
ス
、
シ
タ
）、
㉚
Tacutai（
託タ

ク

胎タ
イ

）、

㊱
Tencai（
天テ

ン

戒カ
イ

）、
㊴
Tenchǔ
（
天テ

ン

忠チ
ユ
ウ）、
㊶
Ten-i（
天テ

ン

威ヰ

）、
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㊷
Tenm
ei（
天テ

ン

命メ
イ

）、
㊸
Tenson（
天テ

ン

尊ソ
ン

）、
㊻
Tenteqi（
天テ

ン

敵テ
キ

）、

㊼
Tentǒ（
天テ

ン

道タ
ウ

）、
㊽
Tenxin（
天テ

ン

心シ
ン

）、
㊾
Tenyacu（
天テ

ン

約ヤ
ク

）、

㊿
Teqiden（
的テ

キ

伝デ
ン

）、
⠗
Tonayevxinai,ǒ,ǒta（
唱ト

ナ

ヘ
失ウ
シ
ナ

ヒ
、
フ
、
ウ

タ
）、
⠣
Xǒm
iǒ（
声シ
ヤ
ウ

明ミ
ヤ
ウ）、
⠤
Xôm
iǒ（
称シ
ヨ
ウ

名ミ
ヤ
ウ）、
⠥
Xôran（
照セ

ウ

覧ラ
ン

）、

⠨
Ittai（
一イ

ツ

体タ
イ

）、
⠩
Q
inji（
勤キ

ン

仕ジ

）
及
び
Raicǒ（
来ラ

イ

迎カ
ウ

）
の
二
〇
項
目

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
上
の
存
在
と
い
う
点
で
併
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
㊿
、
⠣
、
⠤
及
び
Raicǒ（
来ラ

イ

迎カ
ウ

）
の
四
項
目
で
あ
る
。

㊿
及
び
Raicǒ（
来ラ

イ

迎カ
ウ

）
で
は
、
Christo〈
キ
リ
ス
ト
〉
と
Apostolos

〈
使
徒
〉
が
併
記
さ
れ
、
⠣
、
⠤
で
は
、
D
eos、
Sanctos〈
聖
人
〉
が
併

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
、
D
eus（
D
eos）
や
Christo
な
ど
と

の
関
わ
り
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
語
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
D
eus（
D
eos）
と
儒
教
的
造
物
主
（
ceo）
の
併
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
㊱
、
㊷
、
㊸
、
㊻
、
㊼
、
㊾
の
六
項
目
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、⽛
て
ん
（
天
）⽜
な
ど
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
味
に
取
り
な
し
て
使
っ

た
も
の
が
少
な
く
な
い注
⚔

の
で
、
儒
教
的
意
味
と
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
が
併
記

さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
っ
た
。
異
教
を
含
め
た
宗
教
と
い
う
共
通
性
か
ら
は
、

⑤
、
㉚
、
⠗
、
⠥
、
⠨
の
五
項
目
で
あ
る
。
⑤
、
㉚
、
⠥
で
は
、
神
仏
に
関

し
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
適
用
で
き
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。
⠗
は
、
D
eosが
ʠ
そ
の
他
聖
な
る
も
の
ʡ
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
⠨

で
は
、
D
eos、
Anjos、
alm
as、
Cam
is、
Fotoques
の
順
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
上
の
高
位
の
存
在
と
高
貴
・
高
位
の

存
在
と
い
う
点
で
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
⑯
M
axim
axi,su,xita（
マ

シ
マ
シ
、
ス
、
シ
タ
）、
㊶
Ten-i（
天テ

ン

威ヰ

）、
㊽
Tenxin（
天テ

ン

心シ
ン

）、
⠩
Q
inji

（
勤キ

ン

仕ジ

）
の
四
項
目
で
あ
る
。
⑯
で
は
、
D
eos、
sanctos、
pessoas
no-

bres（
高
貴
な
人
）
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
㊶
、
㊽
、
⠩
で
は
、
D
eos、

Rey〈
国
王
〉
が
最
高
位
と
い
う
共
通
性
で
併
記
さ
れ
て
い
る
。

三
・
一
・
四

D
eus（
D
eos）、
Christo
が
他
の
表
現
と
協
同
し
て

見
出
し
語
の
一
義
に
対
応
し
て
い
る
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
の
当
該
見
出
し
語
の
一
義
に
、
D
eus（
D
eos）、

Christo
が
他
の
表
現
と
協
同
し
て
一
義
に
対
応
し
て
い
る
項
目
は
、

⑦
Cannǒ（
感カ
ン

納ナ
ウ

）、
㉝
Tam
uqe,uru,eta（
手タ

向ム

ケ
、
ク
ル
、
ケ
タ
）、

㉟
Ten（
天テ
ン

）、
㊳
Tenchocu（
天テ
ン

勅チ
ヨ
ク）、
㊹
Tentacu（
天テ
ン

託タ
ク

）
二
例
、

㊺
Tentei（
天テ
ン

帝テ
イ

）
の
六
項
目
七
例
で
あ
る
。
⑦
で
は
、⽛
か
ん
な
う
（
感

納
）⽜
が
、
神
仏
の
行
為
を
指
す
語
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
D
eos
や

Sanctos〈
聖
人
た
ち
〉
に
も
適
用
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
㉝
で
は
、
仏

に
対
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
が
、
D
eosに
も
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い

る
。
㉟
で
は
、⽛
て
ん
（
天
）⽜
が
儒
教
的
造
物
主
を
指
す
語
か
ら
D
eosを

指
す
語
に
も
転
じ
た
と
し
て
い
る
。
㊳
で
は
、
国
王
に
関
わ
る
事
柄
か
ら
、

D
eosに
関
わ
る
事
柄
を
も
指
す
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
㊹
で
は
、

第
一
義
、
第
二
義
と
も
、
儒
教
的
造
物
主
に
関
わ
る
事
柄
を
指
す
用
法
か
ら
、

D
eosに
関
わ
る
事
柄
を
指
す
用
法
に
も
転
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

㊺
で
は
、
国
王
を
指
す
語
が
、
D
eosも
指
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
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し
て
い
る
。

三
・
二

見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
中
の
D
eus（
D
eos）、

Christo
の
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
い
て
、
見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
中
で
、
D
eus

（
D
eos）、
Christo
が
用
い
ら
れ
て
い
る
項
目
は
、
⑥
Cago（
加カ

護ゴ

）、

⑨
Fenpô（
返ヘ

ン

報ポ
ウ

）、
⑪
G
uinm
i（
吟ギ

ン

味ミ

）、
⑫
Iǒten（
上ジ
ヤ
ウ

天テ
ン

）、
⑬
Iǔso-

cu（
充ジ
ユ
ウ

塞ソ
ク

）、
⑭
M
acaricǒm
uri,u,utta（
罷マ
カ

リ
蒙カ
ウ
ム

リ
、
ル
、
ツ
タ
）、

⑮
M
andocu（
万マ

ン

徳ド
ク

）、
⑰
M
otte（
以モ

ツ

テ
）、
⑱
N
aguevchi,tçu,utta

（
擲ナ
ゲ
ウ

チ
、
ツ
、
ツ
タ
）、
⑲
N
aixô（
内ナ
イ

証シ
ヨ
ウ）、
㉑
Q
ibucu（
帰キ

服ブ
ク

）、
㉒
Q
u-

an（
棺ク
ワ
ン）、
㉓
Sacu（
作サ

ク

）、
㉔
Sacuno
m
ono（
作サ

ク

ノ
物モ

ノ

）、
㉖
Sonaye,

uru,
eta（
備ソ
ナ

ヘ
、
ユ
ル
、
ヘ
タ
）、
㉗
Sonqiǒ（
尊ソ
ン

敬キ
ヤ
ウ）、
㉚
Tacutai

（
託タ

ク

胎タ
イ

）、
㉛
Taixi,suru,ita（
対タ

イ

シ
、
ス
ル
、
シ
タ
）
二
例
、
㉜
Tam
ai,

ǒ（
給タ
マ

ヒ
、
フ
）、
㉞
Tçucuri,
u,
utta（
作ツ
ク

リ
、
ル
、
ツ
タ
）、
⠘
Vãriqi

（
腕ワ
ン

力リ
キ

）、
⠚
Voboxim
exicaye,uru,eta（
思オ
ボ

シ
召メ

シ
換カ

ヘ
、
ユ
ル
、
ヘ

タ
）、
⠛
Vôgo（
擁オ
ウ

護ゴ

）、
⠜
Vom
otte（
ヲ
以モ
ツ

テ
）、
⠝
Vqeuaxe,suru,

eta（
受ウ

ケ
合ア
ハ

セ
、
ス
ル
、
セ
タ
）、
⠟
Vtçuxi（
写ウ
ツ

シ
）、
⠠
Xingon（
親シ
ン

近ゴ
ン

）、
⠡
Xinra
m
anzǒ（
森シ
ン

羅ラ

万マ
ン

像ザ
ウ

）、
⠢
Xinyô（
信シ
ン

用ヨ
ウ

）、
⠦
Xôsan

（
称シ
ヨ
ウ

賛サ
ン

）、
⠧
Yenm
an（
円エ
ン

満マ
ン

）
の
三
一
項
目
三
二
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
⑥
、
⑨
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑭
、
⑮
、
⑱
、
⑲
、
㉑
、
㉓
、
㉔
、
㉖
、

㉗
、
㉛
、
㉜
、
㉞
、
⠘
、
⠚
、
⠛
、
⠜
、
⠟
、
⠠
、
⠡
、
⠢
、
⠦
、
⠧
の
二

七
項
目
二
七
例
で
は
、
D
eus（
D
eos）
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
⑰
、
㉒
、

㉚
、
㉛
、
⠝
の
五
例
で
は
、
Christo
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
㉛
で
は
、

D
eusと
Christo
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
例
文
で
は
な
い
。

D
eusは
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
Christo
は
主
体
的
存
在
と
し
て
表
わ
さ

れ
て
い
る
。
Christo
の
現
れ
方
は
、
そ
の
生
死
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
信

者
に
近
い
存
在
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
D
eus

（
D
eos）
の
方
は
、
全
能
の
絶
対
的
存
在
で
あ
る
信
仰
の
対
象
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
信
仰
の
必
要
性
や
讃
嘆
の
表
現
に
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
中
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo

が
現
れ
て
い
る
場
合
、
概
ね
待
遇
表
現
を
伴
っ
て
い
る
。
例
文
に
お
い
て
、

D
eus（
D
eos）
に
対
す
る
尊
敬
表
現
と
D
eus（
D
eos）
を
受
け
手
と
す

る
謙
譲
表
現
が
と
も
に
見
ら
れ
る
の
は
、
⑭
の
⽛
御ゴ

罰バ
ツ

⽜、⽛
罷マ

カ

リ
蒙カ

ウ
ム

ル
⽜、

⠦
の
⽛
御ゴ

善ゼ
ン

徳ト
ク

⽜、⽛
称シ
ヨ
ウ

賛サ
ン

仕
ツ
カ
マ
ツ

ル
⽜
だ
け
で
あ
る
。
例
文
に
お
い
て
、

D
eus（
D
eos）
を
受
け
手
と
す
る
謙
譲
表
現
が
無
く
、
D
eus（
D
eos）

に
対
す
る
尊
敬
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
⑥
の
⽛
御ゴ

加カ

護ゴ

⽜、
⑨
の
⽛
御オ
ン

主ア
ル
ジ

⽜⽛
御ゴ

返ヘ
ン

報ポ
ウ

⽜⽛
ナ
サ
セ
ラ
ル
ル
⽜、
⑪
の
⽛
御オ
ン

事コ
ト

⽜、
⑬
の
⽛
充ジ
ユ
ウ

塞ソ
ク

シ
マ

シ
マ
ス
⽜、
⑮
の
⽛
御オ
ン

主ア
ル
ジ

⽜⽛
備ソ
ナ

ハ
リ
給タ
マ

フ
⽜、
⑲
の
⽛
御ゴ

内ナ
イ

証シ
ヤ
ウ

⽜、
㉓
の

⽛
御ゴ

作サ
ク

⽜、
㉖
の
⽛
備ソ
ナ

ヘ
給タ
マ

フ
⽜、
㉜
の
⽛
造ツ
ク

リ
給タ
マ

フ
⽜、
㉞
の
⽛
造ツ
ク

リ
給タ
マ

フ
⽜、

⠘
の
⽛
御ゴ

腕ワ
ン

力リ
キ

⽜、
⠛
の
⽛
御ゴ

擁オ
ウ

護ゴ

⽜、
⠜
の
⽛
御ミ

名ナ

⽜、
⠟
の
⽛
御オ
ン

主ア
ル
ジ

⽜

⽛
御オ
ン

写ウ
ツ

シ
⽜⽛
造ツ
ク

リ
給タ
マ

フ
⽜
で
あ
る
。
一
方
、
例
文
に
お
い
て
、
D
eus

（
D
eos）
に
対
す
る
尊
敬
表
現
が
無
く
、
D
eus（
D
eos）
を
受
け
手
と
す

る
謙
譲
表
現
だ
け
が
見
ら
れ
る
の
は
、
⑱
の
⽛
御ゴ

奉ホ
ウ

公コ
ウ

⽜、
㉑
の
⽛
帰キ

服ブ
ク

シ

54



奉
タ
テ
マ
ツ

ル
⽜、
㉗
の
⽛
尊ソ

ン

敬キ
ヤ
ウ

仕
ツ
カ
マ
ツ

ル
⽜、
⠠
の
⽛
親シ

ン

近ゴ
ン

仕
ツ
カ
マ
ツ

ル
⽜、
⠢
の
⽛
信シ

ン

用ヨ
ウ

シ
奉

タ
テ
マ
ツ

ル
⽜
で
あ
る
。
次
に
、
例
文
に
お
い
て
、
Christo
に
つ
い
て
の
待

遇
表
現
が
現
れ
る
の
は
、
尊
敬
表
現
に
限
ら
れ
る
。
⑫
の
⽛
御ゴ

上ジ
ヤ
ウ

天テ
ン

ナ
サ

レ
タ
⽜、
⑦
の
⽛
御ミ

名ナ

⽜、
㉒
の
⽛
御ミ

棺ク
ワ
ン

⽜、
㉚
の
⽛
御ゴ

託タ
ク

胎タ
イ

ナ
サ
レ
タ
⽜、

㉛
の
⽛
対タ

イ

セ
ラ
レ
⽜⽛
対タ

イ

シ
給タ

マ

ヒ
⽜
で
あ
る
。
次
に
、
見
出
し
語
に
つ
い
て

の
例
文
中
に
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
が
現
れ
て
い
な
が
ら
、
両
者
に
、

待
遇
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
⠚
の
⽛
善ゼ

ン

人ニ
ン

タ
チ
ハ
世セ

界カ
イ

ヲ

D
eos

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
ニ
思オ

ボ

シ
召メ

シ
換カ

ヘ
ラ
レ
タ
⽜、
⠧
の
⽛
D
eus

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
ハ

諸シ
ヨ

善ゼ
ン

円ヱ
ン

満マ
ン

ノ
体タ
イ

ナ
リ
⽜
の
み
で
あ
る
。
⠚
の
場
合
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
待

遇
表
現
は
、⽛
思オ
ボ

シ
召メ

シ
換カ

ヘ
ラ
レ
タ
⽜
の
尊
敬
表
現
の
み
で
、
そ
の
動
作

主
体
は
⽛
善ゼ
ン

人ニ
ン

タ
チ
⽜
で
、
動
作
の
受
け
手
に
な
る
D
eos

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
の
た

め
の
謙
譲
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
⠧
の
場
合
、⽛
D
eus

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
ハ

諸シ
ヨ

善ゼ
ン

円ヱ
ン

満マ
ン

ノ
体タ
イ

⽜
と
い
う
の
は
、
D
eus〈
天
主
〉
の
本
質
の
表
現
な
の
で
、

待
遇
表
現
が
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で
省
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
。

三
・
三

見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
の
翻
訳
文
中
・
説
明
文
中
の

D
eus（
D
eos）、
Christo
の
場
合

⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
い
て
、
見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
の
翻
訳
文
中
・

説
明
文
中
で
、
D
eus（
D
eos）、
Christo
が
用
い
ら
れ
て
い
る
項
目
は
、

①
Ate,
tçuru,
eta（
充ア

テ
、
ツ
ル
、
テ
タ
）、
②
Ato（
跡ア
ト

）、
④
Bachi

（
罰バ

チ

）、
⑧
D
ôgin（
同ド

ウ

塵ヂ
ン

）、
⑨
Fenpô（
返ヘ

ン

報ポ
ウ

）、
⑩
Firom
e,
uru,
eta

（
弘ヒ

ロ

メ
、
ム
ル
、
メ
タ
）、
⑪
G
uinm
i（
吟ギ

ン

味ミ

）、
⑫
Iǒten（
上ジ
ヤ
ウ

天テ
ン

）、
⑬
Iǔ-

socu（
充ジ
ユ
ウ

塞ソ
ク

）、
⑭
M
acaricǒm
uri,u,utta（
罷マ

カ

リ
蒙カ
ウ
ム

リ
、
ル
、
ツ
タ
）、

⑮
M
andocu（
万マ

ン

徳ド
ク

）、
⑰
M
otte（
以モ

ツ

テ
）、
⑱
N
aguevchi,tçu,utta

（
擲ナ
ゲ
ウ

チ
、
ツ
、
ツ
タ
）、
⑲
N
aixô（
内ナ

イ

証シ
ヨ
ウ）、
㉑
Q
ibucu（
帰キ

服ブ
ク

）、
㉒
Q
u-

an（
棺ク
ワ
ン）、
㉓
Sacu（
作サ

ク

）、
㉔
Sacuno
m
ono（
作サ

ク

ノ
物モ

ノ

）、
㉕
Som
u-

qi,qu,ita（
背ソ

ム

キ
、
ク
、
イ
タ
）、
㉖
Sonaye,uru,eta（
備ソ

ナ

ヘ
、
ユ
ル
、

ヘ
タ
）、
㉗
Sonqiǒ（
尊ソ

ン

敬キ
ヤ
ウ）、
㉙
Sôxin（
喪ソ

ウ

身シ
ン

）、
㉚
Tacutai（
託タ

ク

胎タ
イ

）、

㉛
Taixi,suru,ita（
対タ
イ

シ
、
ス
ル
、
シ
タ
）
三
例
、
㉜
Tam
ai,ǒ（
給タ
マ

ヒ
、

フ
）、
㉞
Tçucuri,u,utta（
作ツ
ク

リ
、
ル
、
ツ
タ
）、
㊲
Tencan（
天テ
ン

鑑カ
ン

）、

㊷
Tenm
ei（
天テ
ン

命メ
イ

）、
⠘
Vãriqi（
腕ワ
ン

力リ
キ

）、
⠙
Vm
areai,ǒ,ǒta（
生ウ

マ

レ
合ア

ヒ
、
フ
、
ウ
タ
）、
⠚
Voboxim
exicaye,uru,eta（
思オ
ボ

シ
召メ

シ
換カ

ヘ
、
ユ
ル
、
ヘ
タ
）、
⠛
Vôgo（
擁オ
ウ

護ゴ

）、
⠜
Vom
otte（
ヲ
以モ
ツ

テ
）、

⠝
Vqeauaxe,
suru,
eta（
受ウ

ケ
合ア
ハ

セ
、
ス
ル
、
セ
タ
）、
⠞
Vqetam
o-

chi,tçu,otta（
受ウ

ケ
保タ
モ

チ
、
ツ
、
ツ
タ
）、
⠟
Vtçuxi（
写ウ
ツ

シ
）、
⠠
Xin-

gon（
親シ
ン

近ゴ
ン

）、
⠡
Xinra
m
anzǒ（
森シ
ン

羅ラ

万マ
ン

像ザ
ウ

）、
⠦
Xôsan（
称シ
ヨ
ウ

賛サ
ン

）、

⠧
Yenm
an（
円エ
ン

満マ
ン

）
及
び
Fôdan（
法ホ
フ

談ダ
ン

）注
⚕

の
四
一
項
目
四
二
例
で
あ

る
。
三
・
二
で
取
り
上
げ
た
、
見
出
し
語
に
つ
い
て
の
例
文
中
で
、
D
eus

（
D
eos）、
Christo
が
用
い
ら
れ
て
い
る
項
目
と
大
部
分
重
な
っ
て
い
る
し
、

そ
れ
ら
の
間
で
の
意
味
的
不
整
合
性
は
殆
ど
な
い
。

た
だ
し
、
①
、
②
、
④
、
⑧
、
⑩
、
㉕
、
㉙
、
㊷
、
⠙
、
⠞
及
び
Fôdan

（
法ホ
フ

談ダ
ン

）
の
一
一
項
目
で
は
、
例
文
自
体
に
は
D
eus（
D
eos）、
Christo
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の
語
は
存
し
な
い
が
、
訳
の
段
階
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

う
ち
例
文
に
は
、
⑩
の
⽛
御ゴ

掟オ
キ
テ

⽜、
㉔
の
⽛
御ゴ

作サ
ク

ノ
物モ

ノ

⽜、
⠙
の
⽛
御ゴ

掟オ
キ
テ

⽜、

⠞
の
⽛
御ゴ

掟オ
キ
テ

⽜、
及
び
Fôdan（
法ホ
フ

談ダ
ン

）
の
項
目
の
⽛
御ゴ

掟オ
キ
テ

⽜
の
尊
敬
表

現
が
あ
り
、
①
の
⽛
御ゴ

奉ホ
ウ

公コ
ウ

⽜
の
謙
譲
表
現
が
あ
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
に

と
っ
て
は
D
eus（
D
eos）
を
強
く
想
起
さ
せ
る
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。
恐

ら
く
当
時
の
日
本
語
表
現
と
し
て
は
、
行
為
の
主
体
な
ど
の
明
示
を
し
な
い

表
現
の
方
が
一
般
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
他
方
、

⑥
Cago（
加カ

護ゴ

）、
⠢
Xinyô（
信シ

ン

用ヨ
ウ

）
の
項
目
で
は
、
例
文
は
あ
る
も
の

の
訳
文
は
存
し
な
い
。
⑥
で
は
、
例
文
の
D
eusno（
デ
ウ
ス
ノ
）
の
部
分

が
訳
文
で
は
、
diuino〈
神
の
〉
と
い
う
普
通
語
が
当
て
ら
れ
、
⠢
で
は
、

例
文
D
eusuo
Xinyô
xitatem
atçuru（
デ
ウ
ス
ヲ
信シ
ン

用ヨ
ウ

シ
奉
タ
テ
マ
ツ

ル
）
に

訳
文
自
体
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
⠢
で
は
、
訳
文
を
付
け
忘
れ
た
か
、
訳
文

を
添
え
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
の
か
は
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。

四

お
わ
り
に

以
上
、⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）〈
天
主
〉、
Christo

〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
現
れ
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

用
例
か
ら
見
れ
ば
、
圧
倒
的
に
D
eus（
D
eos）
が
Christo
よ
り
も
多

く
現
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
Christo
が
D
eus（
D
eos）
と
併
称
さ
れ
て

い
る
場
合
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

D
eus（
D
eos）、
Christo
が
見
出
し
語
の
例
文
中
に
現
れ
て
い
る
場
合
、

ほ
と
ん
ど
待
遇
表
現
が
伴
わ
れ
て
お
り
、
両
者
に
対
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
尊

崇
の
念
が
具
体
的
表
出
さ
れ
て
い
る
が
、
Christo
の
現
れ
方
は
、
そ
の
生

死
に
関
す
る
こ
と
な
ど
信
者
に
近
い
存
在
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
に
対
し
、
D
eus（
D
eos）
は
、
全
能
の
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
の
必
要
性
や
讃
嘆
の
表
現
を
積
極
的
に
用
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

注
⚑

土
井
忠
生
⽛
十
六
・
七
世
紀
に
お
け
る
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
布
教
上

の
教
会
用
語
の
問
題
⽜（⽝
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
⽞
第
十
五
輯
・
一
九
七

四
年
）

注
⚒

拙
稿
（⽛
ゆ
び
ま
き
⽜
か
ら
）⽛
ゆ
び
が
ね
⽜
へ
─
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

に
お
け
る
〈
指
輪
〉
を
意
味
す
る
語
の
特
異
な
現
れ
方
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
─（⽝
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
⽞
第
45
号
・
一
九
九
〇
年
九
月
）

注
⚓

前
稿
⽛⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）〈
天
主
〉、

Christo〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
現
れ
方
に
つ
い
て
（
上
）⽜
に
漏
れ
が

あ
っ
た
。

Raicǒ.Q
itarim
ucǒ.Vinda,ou
apariçāo
de
A
m
ida,ou

outro
Fotoque
a
receber
as
alm
as.Pode
se
accõm
odar

esta
palaura
a
D
eos&

A
njos.（
訳
：
来ラ
イ

迎カ
ウ

。
来キ

タ
リ
迎ム
カ

フ
。

阿ア

弥ミ

陀ダ

あ
る
い
は
他
の
仏ホ
ト
ケ

が
魂
を
迎
え
に
来
る
、
あ
る
い
は
現
れ

る
。
こ
の
こ
と
ば
は
D
eus

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
や
Anjos

ア
ン
ジ
ョ

〈
天
使
〉
に
適
用

で
き
る
。）
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注
⚔

森
田
武
⽝
日
葡
辞
書
提
要
⽞（
一
九
九
三
年
刊
・
清
文
堂
出
版
）

三
四
〇
ペ
ー
ジ
。

注
⚕

前
稿
⽛⽝
日
葡
辞
書
⽞
に
お
け
る
、
D
eus（
D
eos）〈
天
主
〉、

Christo〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
現
れ
方
に
つ
い
て
（
上
）⽜
に
漏
れ
が

あ
っ
た
。

Fôdan.
Pregação
da
lei.
¶
Fôdanuo
suru.
Pregar
a

lei.Apostolo
tachiua
govoqiteuo
gofôdan
nasareta.O
s

A
postolos
pregarão
a,leide
D
eos.（
訳
：
法ホ

フ

談ダ
ン

。
教
え
の
説

教
。
¶
法ホ
フ

談ダ
ン

ヲ
ス
ル
。
教
え
を
説
教
す
る
。
Apostolo

ア
ポ
ス
ト
ロ

タ
チ
ハ
御ゴ

掟オ
キ
テ

ヲ
御ゴ

法ホ
ウ

談ダ
ン

ナ
サ
レ
タ
。
Apostolo

ア
ポ
ス
ト
ロ

〈
使
徒
〉
た
ち
は
D
eus

デ
ウ
ス

〈
天
主
〉
の
教
え
を
説
教
し
た
。）

〈
う
る
し
ざ
き
ま
さ
と
／
本
学
教
授
〉
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